
　
全
国
中
小
建
設
業
協
会
が

６
月
７
日
に
東
京
・
中
央
区

の
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で
開
い

た

19年
度
定
時
総
会
で
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
豊
田
剛
会
長
（
都
中

建
理
事
、
前
会
長
）
が
勇
退
、

新
会
長
に
土
志
田
領
司
副
会

長
（
横
浜
建
設
業
協
会
前
会

委
員
会
活
動
の
強
化
、
各
種

情
報
提
供
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
こ
の
日
は
、
芝
浦
工
業
大

学
の
蟹
澤
宏
剛
教
授
が
「
事

業
継
承
中
小
建
設
業
は
ど

う
し
た
ら
生
き
残
れ
る

か
？
」
と
題
し
講
演
。
国
会

議
員
や
都
議
会
議
員
ら
来
賓

多
数
を
招
き
、
懇
親
会
（
下

記
参
照
）
も
行
わ
れ
た
。

懇
親
会
で
、
山
口
巖
会
長

は
「
昨
年
度
は
人
材
の
獲
得

・
育
成
・
定
着
に
、
東
京
都

の
入
札
制
度
変
更
の
対
応
に

多
く
の
時
間
を
割
い
て
き

た
。
今
年
度
は
、
働
き
方
改

革
に
伴
う
活
動
が
増
え
て
い

く
。
中
小
建
設
企
業
に
と
っ

て
は
難
題
だ
が
、
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
皆
と
力
を
合
わ

せ
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」

地
震
や
西
日
本
豪
雨
な
ど
４

つ
の
大
災
害
が
発
生
し
た
。

国
と
し
て
も
７
兆
円
の
（
強

靭
化
・
防
災
減
災
）
予
算
で

危
な
い
箇
所
も
含
め
、
集
中

的
に
対
処
し
て
い
く
。
建
設

業
が
オ
リ
パ
ラ
以
降
、
仕
事

が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
、
継

続
的
な
仕
事
を
築
く
努
力
を

す
る
。
働
き
方
改
革
で
、
若
者

が
入
っ
て
き
や
す
い
プ
ラ
ス

の
新
３
Ｋ
（
給
料
が
良
い
、
休

暇
が
あ
る
、
希
望
が
あ
る
）の

職
場
作
り
に
各
企
業
の
経
営

者
に
は
尽
力
し
て
頂
き
た
い
。

　
【
吉
原
修
東
京
都
議
会
自

民
党
幹
事
長
】
い
ま
の
情
報

社
会
の
次
は
ソ
サ
エ
テ
ィ
５

・
０
の
時
代
に
な
る
。
そ
こ

を
目
指
し
た
働
き
方
改
革
の

問
題
で
、
企
業
の
仕
事
の
平

準
化
、
オ
リ
パ
ラ
期
間
中
の

時
間
外
労
働
の
良
し
悪
し
な

ど
知
恵
を
出
し
て
ク
リ
ア
し

て
い
か
な
い
と
な
ら
な
い
。

　
【
橘
正
剛
都
議
会
公
明
党

政
調
会
長
】
東
京
の
新
た
な

発
展
を
考
え
た
ら
、
防
災
・

減
災
を
す
べ
て
の
原
点
に
置

か
な
い
と
い
け
な
い
。
い
く

ら
発
展
計
画
を
作
っ
て
も
事

業
の
継
続
が
重
要
で
、
Ｂ
Ｃ

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
本
格
ス
タ

ー
ト
な
ど
、
新
し
い
事
業
が

動
き
出
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に

適
切
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
し
た
上
で
、
働

き
方
改
革
・
生
産
性
向
上
の

問
題
に
ふ
れ
、
「
極
め
て
困

難
な
道
で
あ
る
こ
と
は
十
分

理
解
し
て
い
る
が
、
皆
の
力

で
難
題
に
挑
戦
し
て
い
こ

う
」
と
述
べ
た
。

　
事
業
計
画
に
よ
る
と
、

19

年
度
は
重
点
事
業
と
し
て
働

き
方
改
革
、
生
産
性
の
向
上
、

人
材
の
確
保
、
適
正
な
入
札

制
度
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

事
業
へ
の
協
力
、
都
中
建
の

組
織
強
化
、
女
性
・
若
者
の
入

職
促
進
―
―
で
、
公
共
事
業

予
算
の
確
保
や
新
し
い
社
会

・
経
済
情
勢
に
対
応
す
る
制

度
改
正
、
上
部
団
体
を
通
じ

た
委
員
派
遣
等
に
よ
る
建
議

・
要
望
を
は
じ
め
、
経
営
改

善
や
近
代
化
、
建
築
・
土
木

技
術
の
向
上
、
労
働
の
安
全
・

環
境
・
Ｉ
Ｔ
等
に
関
す
る
講

習
会
・
研
修
会
の
開
催
、
ま

た
、
安
全
教
育
の
徹
底
、
労
働

保
険
の
加
入
促
進
、
雇
用
改

善
事
業
の
促
進
、
支
部
活
動
・
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（２面）
担い手確保、働き方改革支援

東京都特別寄稿

主
要
記
事

女性活躍、テレワーク等推進 （４面）

新入社員研修、ベテラン研修 （３面）

　
時
代
は
「
平
成
」
か
ら
「
令

和
」
へ
と
移
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
建
設
業
界
に
も
新
年

度
か
ら
働
き
方
改
革
関
連
法

の
施
行
、
特
定
技
能
外
国
人

の
受
け
入
れ
、
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
制
度
の
ス
タ
ー
ト

な
ど
、
新
し
い
事
業
が
動
き

出
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に

適
切
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
特
に
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
制
度
に
は
技
能
者

の
登
録
申
請
が
殺
到
し
て
い

る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
元
請

会
社
と
し
て
も
こ
れ
に
応
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
一
昨
年
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
働
き
方
改

革
と
生
産
性
向
上
特
別
委
員

会
も
困
難
な
課
題
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
「
道
な

お
遠
し
」
で
あ
り
ま
す
。
４
月

に
建
設
経
済
研
究
所
か
ら

「
建
設
技
術
者
・
技
能
者
の
不

足
状
況
調
査
」
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば

２
０
３
０
年
、
技
術
者
７
万

６
０
０
０
人
、
技
能
者

56万

人
が
不
足
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め

に
は
生
産
性
向
上
以
外
に
道

は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
小
建
設

業
の
生
産
性
向
上
は
極
め
て

困
難
な
道
で
あ
る
こ
と
は
十

分
理
解
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
皆
の
力
で
難
題
に
挑
戦

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
来
年
に
迫

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
東
京

都
で
は
交
通
混
雑
緩
和
や
都

発
注
工
事
の
調
整
な
ど
の
案

も
発
表
さ
れ
、
今
後
は
各
局

で
具
体
策
を
検
討
、
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
業
界
に
対
し
て

意
見
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
真
摯

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
都
中
建
が
昭
和

48年
（
１

９
７
３
年
）
に
会
員
２
３
０

社
で
組
織
さ
れ
て
か
ら
、
や

が
て

50年
、
半
世
紀
の
歴
史

を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ

た
道
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ

た
諸
先
輩
に
敬
意
を
表
す
る

と
同
時
に
、
現
在
の
我
々
と

し
て
も
う
一
度
創
建
の
意
を

か
み
し
め
て
更
な
る
組
織
の

強
化
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
各
位
の
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

来
賓

多
数

招
き
懇
親
会

１．働き方改革の推進

２．女性・若者の入職促進

３．適正利潤の確保

４．都中建組織強化

中小の進路を拓く都中建

スローガン

２０１９年度・運動方針 都
中
建
が
第

47回
通
常
総
会

「
都
市
」
の
立
場
か
ら
議
論

働働
きき

方方
改改

革革
具具

体体
化化

へへ

更
な
る
組
織
の
強
化
を

一
般
社
団
法
人

東
京
都

中
小
建
設
業
協
会

山
口

巖
会

長

収
支
予
算
な
ど
審
議
、
了
承

し
た
。

　

19年
度
（
平
成

31・
令
和

元
年
度
）
は
『
中
小
の
進
路
を

拓
く
都
中
建
』
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
①
働
き
方
改
革

の
推
進
②
女
性
・
若
者
の
入

職
促
進
③
適
正
利
潤
の
確
保

④
都
中
建
組
織
強
化
―
―
を

運
動
方
針
に
掲
げ
、
特
別
委

員
会
を
中
心
に
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
働
き
方
改
革
と
生
産

性
向
上
、
ま
た
、
そ
れ
を
進

め
る
上
で
の
環
境
整
備
に
重

点
的
に
取
り
組
む
。
同
特
別

委
で
は
、
都
市
の
建
設
業
者

と
し
て
の
立
場
か
ら
議
論

し
、
今
年
度
中
に
働
き
方
改

革
（

４
面

参
照
）の
具
体
化
を

図
る
方
針
だ
。

　
総
会
で
は
、
冒
頭
、
山
口

会
長
が
挨
拶
で
「
新
年
度
か

ら
働
き
方
改
革
関
連
法
の
施

行
、
特
定
技
能
外
国
人
の
受

け
入
れ
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

＝
写

真
＝
と
挨
拶
。
ま
た
、

乾
杯
の
挨
拶
で
、
渡
邊
健
司

副
会
長
は
「
今
年
度
も
当
協

会
の
目
標
の
中
に
組
織
の
強

化
が
あ
る
。
協
会
が
始
ま
っ

た

50年
ほ
ど
前
の
会
員
数
は

２
３
０
社
で
ピ
ー
ク
時
に
は

５
０
０
社
も
あ
っ
た
。
現
在

は
１
４
１
社
だ
。
会
員
の
増

加
に
皆
で
頑
張
ろ
う
」
と
述

べ
た
。

東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

（
山
口
巖
会
長
）
は
５
月

30

日
、
東
京
・
大
手
町
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
東
京
で
第

47回
通
常

総
会
を
開
き
、
事
業
計
画
・

佐々木氏 足立氏 太田氏

全
中

建

19年
度

総
会

新
会
長
に

土
志
田
領
司
氏

長
）
が
就
任
し
た
。
豊
田
会

長
は
理
事
と
し
て
土
志
田
体

制
を
支
え
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
専
務
理
事

兼
事
務
局
長
に
小
林
俊
正
氏

が
就
任
し
た
。

っ
て
状
況
が
ず
い
ぶ
ん
違
い

ま
す
が
、
ど
の
地
方
を
支
え

て
い
く
た
め
に
も
中
小
建
設

業
界
が
必
要
で
す
。

　
全
中
建
若
手
部
会
と
し
て

は
、
地
方
同
士
が
横
断
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
優
位
性
を

学
び
な
が
ら
、
地
方
ご
と
の

特
色
を
生
か
し
つ
つ
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
た
い

で
す
。
微
力
な
が
ら
精
進
い

た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
の
総
会
を
も
ち
ま
し

て
、
全
中
建
若
手
経
営
者
部

会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
河
津
建
設
の
河
津
で
す
。

　
建
設
業
界
は
当
面
続
く
人

材
不
足
に
対
し
て
、
生
産
性

向
上
や
働
き
方
改
革
を
通
じ

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
規
模

で
考
え
ま
す
と
、
地
方
に
よ

就
任
の
抱
負

理
事
　
河

津
修

平

全
中

建
若
手

経
営

者
部

会
長

Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
は
建

設
業
に
お
い
て
一
番
大
事
な

こ
と
だ
。
と
も
に
考
え
実
現

し
よ
う
。

　
【
増
子
博
樹
都
議
会
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
幹
事
長
】

都
議
会
と
行
政
が
一
緒
に
な

っ
て
、
建
設
業
界
の
人
材
確

保
と
育
成
、
さ
ら
に
発
注
の

仕
方
で
は
現
場
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
様
々
な
工
夫
を
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
【
西
沢
圭
太
都
議
会
立
憲

民
主
党
民
主
ク
ラ
ブ
幹
事
長

代
理
】
オ
リ
パ
ラ
終
了
後
は

仕
事
が
減
る
の
で
は
と
い
っ

た
不
安
の
声
が
聞
こ
え
て
く

る
が
、
オ
リ
パ
ラ
を
契
機
に

東
京
の
街
づ
く
り
や
防
災
に

大
い
に
貢
献
し
て
頂
き
た

い
。
仕
事
が
減
ら
な
い
よ
う
、

我
々
が
支
え
て
い
く
。

　
【
佐
々
木
基
建
設
業
振
興

基
金
理
事
長
】
当
基
金
は
厚

労
省
か
ら
委
託
を
受
け
、
平

成

27年
か
ら
建
設
労
働
者
緊

急
育
成
支
援
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
都
中
建
は
５
か
年
計

画
の
最
初
の
３
年
間
で

79名

の
研
修
を
終
え
、
そ
の
う
ち

49名
が
建
設
業
に
就
職
し
た
。

人
手
不
足
解
消
へ
団
体
が
機

能
を
果
た
し
た
と
い
う
大
き

な
証
左
だ
。
今
後
も
力
を
十

分
発
揮
し
て
東
京
の
発
展
に

尽
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

懇
親
会
に
は
、
太
田
昭
宏

前
国
土
交
通
大
臣
を
は
じ

め
、
足
立
敏
之
参
議
院
議
員
、

佐
藤
信
秋
参
議
院
議
員
（
代

理
・
秘
書
）
、
都
議
会
各
党
幹

部
、
佐
々
木
基
建
設
業
振
興

基
金
理
事
長
、
蟹
澤
宏
剛
芝

浦
工
業
大
学
教
授
、
菅
井
文

明
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

専
務
理
事
、
河
﨑
茂
神
奈
川

県
中
小
建
設
業
協
会
会
長
ら

来
賓
多
数
が
出
席
、
新
た
な

年
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
っ
た
。

　
懇
親
会
に
お
け
る
主
な
祝

辞
等
は
、
次
の
通
り
。

　
【
太
田
昭
宏
前
国
土
交
通

大
臣
】
昨
年
は
、
大
阪
北
部



　
こ
の
度
、
新
し
く
入
会
致

し
ま
し
た
栄
新
工
業
株
式
会

社
と
申
し
ま
す
。
弊
社
は
世

田
谷
区
で
創
業
し
て

40年
に

な
り
ま
す
。

　
土
木
工
事
業
者
と
し
て
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
模
索
し
つ

つ
今
日
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、中
堅
企
業
と
し
て

生
き
続
け
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
考
え
た
と
こ
ろ
、や
は
り
会

社
単
体
で
は
な
く
中
小
企
業

の
集
ま
り
で
あ
る
団
体
の
中

で
同
業
他
社
の
優
れ
た
と
こ

ろ
を
学
び
な
が
ら
成
長
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い

今
回
入
会
致
し
ま
し
た
。役
所

の
設
計
、入
札
等
の
改
善
も
積

極
的
に
意
見
を
出
し
て
建
設

業
全
体
が
良
い
方
向
に
向
か

う
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。災
害
の
多

い
日
本
で
あ
り
ま
す
が
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
等
出
来
る
と
こ

ろ
で
社
会
貢
献
を
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
貴
協
会
に
入
会
致

し
ま
し
た
。
弊
社
は
、
板
橋

区
を
拠
点
に
、
北
区
、
台
東

区
、
新
宿
区
等
に
て
上
下
水

道
工
事
に
従
事
し
て
お
り
ま

す
。
安
全
第
一
に
、
日
々
技

術
力
を
高
め
、
一
本
一
本
、

会
員
と
し
て
恥
じ
な
い
仕
事

を
す
る
所
存
で
す
。

　
会
社
一
丸
と
な
っ
て
精
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
の
ほ
ど
何
卒
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
、
ご
承
認
を
頂
き

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
ピ
ュ
ア
ロ
ー
ド
株
式
会
社

と
申
し
ま
す
。
弊
社
は
、
練

馬
区
関
町
の
青
梅
街
道
沿
い

に
本
社
を
置
き
、
舗
装
、
一

般
土
木
を
主
た
る
業
種
と
し

て
、
平
成

29年
に
起
業
し
ま

し
た
。
技
術
職
員
や
施
工
班

を
多
数
抱
え
て
お
り
、
工
事

の
直
接
施
工
を
当
社
の
基
軸

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
貴
協
会
の
会
員
に
な
り
ま

し
た
か
ら
に
は
、
貴
協
会
の

諸
事
業
、
災
害
対
策
等
に
積

極
的
に
参
加
、
協
力
を
し
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
御
指
導
、
御

鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
弊
社
は
創
業
以
来

50年
、

東
京
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
の
一
員

と
し
て
土
木
工
事
及
び
舗
装

工
事
に
於
い
て
数
々
の
実
績

を
残
し
、
業
績
も
重
ね
て
参

り
ま
し
た
。

　
又
、
公
共
工
事
に
お
い
て

も
東
京
都
及
び
足
立
区
の
入

札
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

実
績
も
の
こ
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
も
社
員
一
丸
と
な
っ

て
会
社
発
展
の
た
め
、
努
力

し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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１
．
は
じ
め
に

　
建
設
業
界
で
は
、
技
術
者

の
高
齢
化
及
び
若
年
入
職
者

の
減
少
な
ど
の
問
題
に
直
面

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
建

設
業
界
の
人
材
不
足
を
解
消

す
る
に
は
、
働
き
方
改
革
に

よ
り
労
働
環
境
の
改
善
に
努

め
、
担
い
手
を
確
保
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
東

京
都
財
務
局
で
は
、
平
成

28

年
度
か
ら
女
性
活
躍
モ
デ
ル

工
事
及
び
週
休
二
日
モ
デ
ル

工
事
を
、
平
成

29年
度
か
ら

若
手
育
成
モ
デ
ル
工
事
を
試

行
し
て
い
る
。

２
．
モ
デ
ル
工
事
の
概
要

　
女
性
活
躍
モ
デ
ル
工
事
で

は
、
女
性
の
働
き
や
す
い
現

場
環
境
を
実
現
す
る
た
め

に
、
女
性
専
用
の
設
備
（
更
衣

室
、
水
洗
ト
イ
レ
、
鏡
付
き
洗

面
台
な
ど
を
備
え
た
、
い
わ

ゆ
る
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
）
の

設
置
を
求
め
て
い
る
。

　
週
休
二
日
モ
デ
ル
工
事
で

は
、
東
京
都
の
条
例
に
定
め

る
休
日
（
土
日
祝
日
、
年
末

年
始
）
に
現
場
を
閉
所
し
、

週
に
最
低
二
日
間
の
休
み
を

確
保
す
る
こ
と
を
求
め
て
お

り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
充
実
を
目
的
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
平
成

30年
度

か
ら
は
労
務
費
の
補
正
を
行

っ
て
い
る
。

　
若
手
育
成
モ
デ
ル
工
事
で

は
、

35才
以
下
の
技
術
者
の

配
置
を
求
め
て
お
り
、
建
設

業
界
の
将
来
を
担
う
人
材
育

成
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
モ
デ
ル
工
事
に

つ
い
て
も
、
達
成
で
き
た
場

合
に
、
工
事
成
績
評
定
の
加

点
を
行
っ
て
い
る
。

３
．
週
休
二
日
モ
デ
ル
工
事

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

　
週
休
二
日
モ
デ
ル
工
事
に

つ
い
て
は
、
し
ゅ
ん
功
時
に

受
注
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果

の
概
略
を
紹
介
す
る
。（
労
務

費
補
正
を
適
用
し
た
工
事

は
、
ま
だ
し
ゅ
ん
功
し
て
い

な
い
。
）

　
工
期
や
賃
金
、
契
約
条
件

等
に
つ
い
て
、
発
注
者
の
配

慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
回

答
が
得
ら
れ
て
い
る
が
、
工

期
に
つ
い
て
は
、
余
裕
の
あ

る
工
期
設
定
を
し
て
ほ
し
い

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
賃
金
に
つ
い
て
は
、
日
給

制
を
前
提
と
す
る
と
、
週
末

も
働
く
こ
と
の
で
き
る
現
場

と
比
べ
て
、
週
休
二
日
制
の

現
場
で
は
、
収
入
が
減
少
す

る
た
め
、
労
務
単
価
を
割
り

増
し
て
ほ
し
い
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

　
契
約
条
件
に
つ
い
て
は
、

自
然
災
害
（
大
雪
等
）
が
発

生
し
た
場
合
、
工
期
延
長
、

又
は
柔
軟
な
休
日
変
更
が
可

能
な
制
度
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
声
が
あ
っ
た
。

　
提
出
書
類
に
つ
い
て
は
、

現
場
作
業
と
提
出
書
類
作
成

の
双
方
の
負
担
が
大
き
い
た

め
、
提
出
書
類
の
簡
素
化
を

検
討
し
て
ほ
し
い
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
週
休
二
日
工

事
は
、
労
働
環
境
が
改
善
さ

れ
て
担
い
手
確
保
に
つ
な
が

る
、
週
末
の
建
設
現
場
の
振

動
や
騒
音
か
ら
近
隣
住
民
が

解
放
さ
れ
る
、
土
日
を
利
用

し
て
運
動
が
し
や
す
く
な
り

健
康
増
進
に
つ
な
が
る
な
ど

の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
財
務
局

建
築
保
全
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
た
め
、

そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。

（
h
tt

p:
/
/w

ww
.z

ai
mu

.m
et

r
o.

to
ky

o
.j

p/
ke

nt
ik

uh
oz

e
n/

01
06

2
8s

yu
ky

u2
.p

df
）

４
．
お
わ
り
に

　
将
来
の
担
い
手
確
保
の
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な

ど
も
踏
ま
え
て
、
モ
デ
ル
工

事
が
よ
り
取
り
組
み
や
す
い

も
の
と
な
る
よ
う
、
条
件
な

ど
を
改
良
し
て
い
き
た
い
。

現
場
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
、
週
休
二
日
取
組
の
周
知

を
行
っ
て
い
る
。

特特
別別

寄寄
稿稿

「
担
い
手
モ
デ
ル
工
事
」の
試
行
状
況

東
京
都
財
務
局
に
お
け
る

　
一
般
社
団
法
人
東
京
都
中

小
建
設
業
協
会
並
び
に
会
員

の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り

東
京
都
の
建
設
行
政
に
格
別

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
ま
た
、

来
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

と
い
う
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
を

控
え
て
お
り
ま
す
。
建
設
局

で
は
、
大
会
後
の
都
市
基
盤

の
未
来
も
見
据
え
、
無
電
柱

化
や
河
川
の
防
災
対
策
、
公

園
の
多
目
的
活
用
、
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
な
ど
に

取
り
組
み
、
機
能
的
で
魅
力

的
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
工
事
を
受
注
さ

れ
る
企
業
の
皆
様
に
は
、
そ

れ
ら
の
現
場
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
併
せ
て
地
域

の
担
い
手
と
し
て
も
、
災
害

時
の
道
路
啓
開
等
へ
の
協
力

や
、
冬
場
の
除
雪
活
動
等
に

お
い
て
、
迅
速
に
対
応
し
て

頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
東
京
が
持
続
可
能

な
成
長
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
東
京
の
都
市
力
を
一
層

高
め
る
と
と
も
に
、
近
年
頻

発
・
激
甚
化
す
る
災
害
へ
の

備
え
を
着
実
に
進
め
、
災
害

対
応
力
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
を
支
え
る
建
設
業
を

魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
い
く

た
め
に
、
中
長
期
に
渡
っ
て

担
い
手
を
確
保
し
、
技
術
の

継
承
を
確
実
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
れ
に

は
、
受
発
注
者
が
共
通
認
識

の
下
、
働
き
方
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
４
月
か
ら
は
、
労
働

基
準
法
の
改
正
に
よ
り
、
長

時
間
労
働
の
改
善
が
加
速
化

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
建
設
局

で
は
、
発
注
者
と
し
て
、
品

確
法
に
基
づ
く
適
切
な
工
期

設
定
や
適
切
な
設
計
変
更
な

ど
、
発
注
者
の
責
務
に
つ
い

て
、
全
職
員
へ
の
浸
透
・
定
着

を
図
っ
て
お
り
、
工
事
・
委

託
の
平
準
化
で
は
、
具
体
的

な
数
値
目
標
を
定
め
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
「
週
休
２
日
制

確
保
試
行
工
事
」
や
「
魅
力

発
信
モ
デ
ル
工
事
」
、
「
女

性
活
躍
モ
デ
ル
工
事
」
を
進

め
る
と
と
も
に
、
工
事
現
場

で
の
「
快
適
ト
イ
レ
」の
導
入

や
、
熱
中
症
対
策
の
工
期
延

伸
な
ど
に
よ
り
、
現
場
の
労

働
環
境
を
改
善
し
、
若
者
や

女
性
の
入
職
を
積
極
的
に
促

す
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は
、

週
休
２
日
の
必
要
経
費
と
し

て
、
共
通
仮
設
費
率
や
現
場

管
理
費
率
の
補
正
と
共
に
、

労
務
費
や
機
械
賃
料
の
補
正

に
つ
い
て
も
、
当
初
設
計
に

計
上
す
る
こ
と
で
、
週
休
２

日
の
取
組
拡
大
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
業
界
の
生
産
性
向

上
を
図
る
た
め
、
国
が
進
め

る
ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
に
お
い
て
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
土
工
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
舗
装
工
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
浚
渫
工
の
実
施
要
領

を
定
め
る
と
と
も
に
、
河
川

護
岸
の
笠
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
の
適

用
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ

ン
プ
値
の
見
直
し
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
将
来
に
渡
り
、
公
共

事
業
の
品
質
を
確
保
し
、
現

場
力
の
維
持
向
上
に
努
め
て

い
く
と
と
も
に
、
皆
様
方
に

働
き
や
す
い
環
境
を
確
保
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
と

も
、
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
一
緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
産
性
向
上
、働
き
方
改
革
の
取
組

東
京
都
建
設
局
に
お
け
る
建
設
業
の

総
務
部
技
術
管
理
課
長中

村
正

明

建
築
保
全
部
技
術
管
理
課
長

三
宅

雅
崇

新新
入入

会会
員員

栄
新
工
業
㈱

代
表
取
締
役

新
井

哲
弘

エ
ム
ワ
イ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

代
表
取
締
役

牧
野

利
洋

ピ
ュ
ア
ロ
ー
ド
㈱

代
表
取
締
役

池
田

直
史

本
山
建
設
㈱

代
表
取
締
役

成
清

和
博

　
一
般
社
団
法
人
東
京

都
中
小
建
設
業
協
会
は
、

ま
も
な
く
創
立

50周
年

を
迎
え
ま
す
。

50年
の
歩

み
は
、
決
し
て
平
た
ん
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
「
担
い
手
確
保
」「
生

産
性
向
上
」
な
ど
が
喫
緊

の
課
題
と
な
る
中
、
新
し

い
建
設
産
業
を
目
指
し

て
前
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
都
中
建
は
、
地
場
産
業

と
し
て
地
域
を
守
る
役

割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
団
結
こ
そ
力
で
す
。

共
に
手
を
携
え
て
誇
り

を
も
っ
て
活
動
し
て
い

け
る
方
の
入
会
、
会
員
の

皆
さ
ま
の
紹
介
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

会
員
増

強
に

ご
協

力
を
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東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

（
山
口
巖
会
長
）
は
、
型
枠
工

事
の
東
京
建
設
工
業
協
同
組

合
（
星
幸
三
理
事
長
）
、
解
体

工
事
の
東
京
建
物
解
体
協
会

（
藤
井
誠
会
長
）
と
共
催
で

4

月

10日
か
ら

12日
の
３
日

間
、
四
ツ
谷
の
主
婦
の
友
会

館
エ
フ
プ
ラ
ザ
で
、

51名
が

参
加
し
て
平
成

31年
度
の
新

入
社
員
研
修
を
開
催
し
た
。

　

29年
度
・

30年
度
に
次
い

で
、
今
年
が
３
回
目
。
過
去
２

回
は
建
設
業
振
興
基
金
主
催

の
地
域
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
事
業
の
助
成
金
を
活
用
し

て
開
催
し
て
き
た
が
、
助
成

制
度
の
終
了
に
よ
り
、
単
独

事
業
と
し
て
開
催
。
９
月
４

日
に
は
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
」の
開
催
も
予
定
し
て

い
る
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
別
表

の
通
り
で
、
電
話
の
応
対
や

名
刺
交
換
の
仕
方
な
ど
、
社

会
人
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
を
は
じ
め
、
施
工
管
理

な
ど
の
専
門
分
野
も
含
め
て

幅
広
く
研
修
。
最
終
日
に
は
、

前
回
（
昭
和

39年
、
１
９
６
４

年
）の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
競
技
場
と
し
て
建
設
、
水

泳
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
、

来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
会
場
等
と
な

る
国
立
代
々
木
体
育
館
の
建

設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視

聴
や
、
若
手
先
輩
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
・
意
見
交
換
な
ど

も
行
わ
れ
た
。

　
研
修
か
ら
５
か
月
近
く
経

過
し
た
現
在
、
受
講
生
の
中

に
は
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
ウ
ィ
ー

ク
等
を
は
さ
ん
で
実
社
会
の

厳
し
さ
に
戸
惑
っ
た
り
、
仕

事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

下
降
し
て
い
る
人
々
も
い
る

と
み
ら
れ
る
が
、
今
回
の
研

修
で
知
り
合
っ
た
「
仲
間
」

「
友
人
」
と
と
も
に
そ
れ
ら
を

乗
り
越
え
、
今
後
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
研
修
等
を
経
て
着

実
に
成
長
し
、
個
々
の
企
業
、

ま
た
、
仮
に
転
職
し
て
も
同

じ
建
設
業
界
で
長
く
活
躍
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
研
修
終
了
後
に
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、
全

体
を
振
り
返
っ
て
最
も
有

益
、
有
意
義
だ
っ
た
と
感
じ

た
の
は
今
年
も
『
業
界
内
同

期
』
と
の
出
会
い
の
よ
う
だ
。

「
年
上
と
か
か
わ
る
こ
と
が

多
く
、
近
い
世
代
の
方
と
交

流
が
で
き
新
鮮
、
刺
激
に
な

っ
た
」「
新
人
同
士
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

有
意
義
」「
多
く
の
同
期
と
接

す
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
で

素
敵
な
機
会
だ
っ
た
」「
社
内

は
同
期
が
少
な
く
、
沢
山
の

人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

よ
か
っ
た
」「
い
ろ
い
ろ
な
人

と
話
が
で
き
、
良
か
っ
た
」

「

50人
ほ
ど
の
同
期
が
で
き
、

今
後
も
こ
の
関
係
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
」
等
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
個
別
の
テ
ー
マ
で
は
、
原

価
管
理
が
勉
強

に
な
っ
た
と
の

感
想
が
目
立

ち
、
複
数
の
研

修
生
が
今
後
そ

れ
を
意
識
し
、

今
後
の
業
務
に

活
か
し
て
い
く

意
欲
が
示
さ
れ

た
。
ま
た
、「
３

日
間
の
研
修
を

糧
に
早
く
一
人

前
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
る
」「
自

分
の
土
台
が
で

き
そ
う
な
の

で
、
こ
れ
か
ら

仕
事
に
励
ん
で

い
こ
う
」「
有
益
だ
っ
た
」「
す

ご
く
良
か
っ
た
」「
充
実
し
た

３
日
間
」「
今
後
の
支
え
に
な

る
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
積
極
的
に
と
ろ
う
と
思
っ

た
」
―
―
な
ど
研
修
の
成
果

が
垣
間
見
ら
れ
る
中
、
今
年

も
『
先
輩
の
話
、
ア
ド
バ
イ
ス

が
参
考
に
な
っ
た
』
と
し
、
そ

の
内
容
が
受
講
者
に
と
っ
て

価
値
あ
る
時
間
と
な
っ
た
よ

う
だ
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
個
別
に
見

る
と
、
講
習
の
う
ち
、
初
日
の

『
社
会
人
と
し
て
の
基
本
、
仕

事
の
基
本
』
は
「
よ
く
理
解
で

き
た
」
が

43％
、「
だ
い
た
い

理
解
で
き
た
」
が

54％
、「
な

ん
と
な
く
理
解
で
き
た
」
が

４
％
、『
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
』
は
「
よ
く
理
解
」

50％
、

「
だ
い
た
い
理
解
」

39％
、「
な

ん
と
な
く
理
解
」

11％
、『
マ

ナ
ー
の
基
本
』
が
「
よ
く
理

解
」

62％
、「
だ
い
た
い
理
解
」

34％
、「
な
ん
と
な
く
理
解
」

３
％
、『
来
客
・
訪
問
の
マ
ナ

ー
』
が
「
よ
く
理
解
」

43％
、

「
だ
い
た
い
理
解
」

39％
、「
な

ん
と
な
く
理
解
」

18％
、『
電

話
応
対
の
基
本
』
が
「
よ
く
理

解
」

45％
、「
だ
い
た
い
理
解
」

33％
、「
な
ん
と
な
く
理
解
」

22％
。
い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
、

「
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と

答
え
た
受
講
生
は
ゼ
ロ
だ
っ

た
。

　
２
日
目
の
『
品
質
管
理
』

は
、「
よ
く
理
解
で
き
た
」
、

「
だ
い
た
い
理
解
で
き
た
」
が

各

32％
、「
な
ん
と
な
く
理
解

で
き
た
」
が

24％
、「
よ
く
わ

か
ら
な
か
っ
た
」
が

12％
、

『
工
程
管
理
』
が
「
よ
く
理
解
」

31％
、「
だ
い
た
い
理
解
」

38

％
、「
な
ん
と
な
く
理
解
」

23

％
、『
安
全
管
理
・
建
設
業
法
』

が
「
よ
く
理
解
」
、「
だ
い
た
い

理
解
」
が
各

46％
、「
な
ん
と

な
く
理
解
」
と
「
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
」
が
ゼ
ロ
、『
原
価
・

建
設
会
社
の
経
理
』
が
「
よ
く

理
解
」

52％
、「
だ
い
た
い
理

解
」

48％
、
で
、「
な
ん
と
な
く

理
解
」
と
「
よ
く
わ
か
ら
な
か

っ
た
」
が
ゼ
ロ
。
内
容
の
専
門

・
高
度
化
に
伴
っ
て
理
解
度

は
若
干
低
い
傾
向
に
あ
る

が
、『
原
価
・
建
設
会
社
の
経

理
』
に
つ
い
て
は
意
外
な
結

果
で
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
、

漫
画
や
絵
を
取
り
入
れ
て
わ

か
り
や
す
か
っ
た
、
と
の
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
、
注
目

さ
れ
る
。

　
３
日
目
の
『
現
場
の
１
日

の
流
れ
』
は
、「
よ
く
理
解
で

き
た
」

29％
、「
だ
い
た
い
理

解
で
き
た
」

10％
、「
な
ん
と

な
く
理
解
で
き
た
」
５
％
、

『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
‐
ア
ナ
ザ
ー

ス
ト
ー
リ
ー
』
が
「
よ
く
理

解
」

59％
、「
だ
い
た
い
理
解
」

27％
、「
な
ん
と
な
く
理
解
」

14％
、『
若
手
先
輩
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
意
見
交
換
』
が

「
よ
く
理
解

66％
、「
だ
い
た

い
理
解
」

20％
、「
な
ん
と
な

く
理
解
」

14％
。「
よ
く
わ
か

ら
な
か
っ
た
」
は
ゼ
ロ
で
、
３

日
目
も
『
原
価
・
建
設
会
社
の

経
理
』
が
「
よ
く
理
解
」

52％
、

「
だ
い
た
い
理
解
」

48％
、
で
、

１
日
目
同
様
「
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
」
は
ゼ
ロ
と
な
っ

て
い
る
。

都
中
建
会
議
室
に
お
い
て

6月

13日
、
マ
ナ
ビ
ク
ス
の

丹
羽
將
喜
先
生
を
迎
え
、
ベ

テ
ラ
ン
社
員
研
修
を
開
催
し

た
。

45歳
以
下
、
ま
た
、
入
社

15～

20年
の
管
理
職
・
経
営

者
の
方
が
対
象
。

「「
業業

界界
内内

同同
期期

」」一一
堂堂

にに

新
入
社
員
研
修
を
開
催

ともに

成長へ

ベ
テ

ラ
ン

社

員
研

修
開

く

　
（
一
社
）
東
京
都
中
小
建
設

業
協
会
の
副
会
長
な
ら
び
に

広
報
委
員
長
、
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
協
議
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
居
り
ま
す
渡

邊
建
設
株
式
会
社
の
渡
邊
で

す
。
　
広
報
委
員
長
と
致
し
ま
し

て
は
、
協
会
の
活
動
を
い
か

に
正
確
に
解
り
や
す
く
全
員

に
伝
え
る
事
、ま
た
、
業
界
関

連
情
報
と
し
て
、
会
員
企
業

に
と
っ
て
役
に
立
つ
情
報
を

お
伝
え
出
来
る
か
検
討
を
し

て
お
り
ま
す
。

　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会

で
は
、
型
枠
や
解
体
の
組
合

さ
ん
と
の
合
同
の
新
人
研
修

会
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修
や
今
年
か
ら
ス
タ

ー
ト
致
し
ま
し
た
ベ
テ
ラ
ン

研
修
、ま
た
、
建
設
業
関
連
団

体
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
、
会
員
企
業
な
ら
び

に
交
流
団
体
に
と
っ
て
実
り

あ
る
情
報
や
交
流
の
場
を
作

り
お
役
立
て
い
た
だ
け
る

様
、
全
力
で
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

　
（
一
社
）
東
京
都
中
小
建
設

業
協
会
に
し
か
出
来
な
い
こ

と
。
そ
れ
は
、
第
１
に
、
各
地

域
の
代
表
と
し
て
様
々
な
機

関
に
「
中
小
建
設
業
の
働
き

手
の
生
の
声
を
届
け
る
こ

と
！
」
　
第
２
に
、
知
恵
と
連

携
を
駆
使
し
て
会
員
会
社
の

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
を
い

ち
早
く
伝
え
る
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
都
中
建
に
在

籍
す
る
全
て
の
若
手
か
ら
ベ

テ
ラ
ン
ま
で
、「
作
る
喜
び
・

働
く
喜
び
」
を
次
世
代
の
方

に
大
切
に
継
承
し
て
も
ら
い

た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
、「
労

働
者
育
成
事
業
、
建
設
絵
本

の
寄
贈
、
合
同
説
明
会
、
若
手

入
職
者
・
ベ
テ
ラ
ン
・
経
営
者

研
修
会
な
ど
」
様
々
な
事
業

を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

建
設
業
新
３
Ｋ
（
休
日
は
取

れ
、
給
料
は
高
く
、
希
望
が
あ

る
）の
実
現
に
向
け
て
、
皆
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
土
木
舗

装
委
員
長
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
書
類

の
簡
素
化
」
に
照
準
を
定
め
、

東
京
都
に
提
言
を
行
っ
て
参

り
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
、

会
員
増
強
も
含
め
引
き
続
き

都
中
建
活
動
に
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
く
令
和
の
年
の
幕
が

あ
き
、
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て

お
り
ま
す
、
渡
辺
建
設
株
式

会
社
の
渡
辺
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
都
中
建
で
は
建
築
委
員

長
、
会
費
改
訂
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
建
築
委
員
会
で
は
、
５
月

に
初
め
て
東
京
都
住
宅
政
策

本
部
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。
東
部
、
西
部
住
宅

建
設
事
務
所
所
長
を
は
じ
め

多
数
の
幹
部
職
員
出
席
の
も

と
都
営
住
宅
建
設
の
課
題
に

つ
い
て
多
岐
に
わ
た
り
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
継
続
し
て
都
営
住
宅
建
設

に
お
け
る
問
題
点
を
提
起
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
都
中
建
の
活
動

目
標
に
組
織
強
化
を
掲
げ
て

お
り
ま
す
。

　
都
中
建
は
会
員
皆
様
か
ら

の
会
費
に
よ
り
運
営
し
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
１
４
０
社
の
会
費
収

入
で
は
ぎ
り
ぎ
り
の
運
営
状

況
で
あ
り
ま
す
。
安
定
し
た

都
中
建
に
す
る
に
は
会
員
の

増
強
が
急
務
で
す
。
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

何
卒
、
会
員
増
強
の
ご
協
力
、

ご
紹
介
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
と

な
り
、
建
設
現
場
に
も
Ａ
Ｉ

が
導
入
さ
れ
る
な
ど
時
代
の

変
化
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
さ
ら
に

必
要
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動

化
」
、「
女
性
・
若
者
の
活
動
推

進
」
及
び
「
働
き
方
改
革
」
に

つ
い
て
、
建
設
業
は
他
業
界

に
比
べ
後
れ
を
取
っ
て
い
る

の
が
実
状
で
す
。
常
に
世
の

中
の
動
き
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
巡
ら
せ
、
実
現
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
砂
災
害
や
大
地

震
な
ど
災
害
へ
の
対
応
が
重

要
で
あ
る
と
の
想
い
を
年
毎

に
強
く
感
じ
ま
す
。
都
民
か

ら
建
設
業
界
に
寄
せ
ら
れ
る

期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
責

任
は
重
大
で
す
。
新
た
な
決

意
を
立
て
て
臨
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
を
見
据

え
た
新
時
代
に
果
敢
に
挑
戦

し
、
都
中
建
が
発
注
者
・
都
民

か
ら
よ
り
以
上
に
必
要
と
さ

れ
る
組
織
に
な
れ
る
様
に
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
尽
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
東
京
都
住
宅
政
策
本
部
は

５
月

24日
、
都
営
住
宅
建
設

工
事
に
関
す
る
建
設
業
界
団

体
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し

た
。
　
意
見
交
換
会
は
、
同
本
部

が
４
月
に
発
足
し
た
こ
と
を

受
け
、
工
事
の
発
注
を
現
場

環
境
の
改
善
な
ど
都
営
住
宅

建
設
の
円
滑
な
進
行
に
向
け

た
諸
課
題
を
議
論
す
る
た
め

開
催
し
た
。
昨
年
度
ご
ろ
か

ら
都
営
住
宅
の
工
事
は
外
構

を
中
心
に
不
調
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
不
調

解
消
な
ど
に
向
け
、
業
界
団

体
か
ら
の
意
見
を
聞
く
こ
と

が
目
的
。
都
の
本
部
側
は
建

設
関
係
の
担
当
部
長
、
課
長
、

東
西
の
住
宅
建
設
事
務
所
幹

部
、
技
術
管
理
担
当
ら
が
出

席
し
、
都
中
建
は
山
口
会
長
、

渡
辺
健
司
建
築
委
員
長
ら
協

会
幹
部
が
出
席
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
都
中
建
は
「
設

備
工
事
が
不
調
に
な
る
と
、

建
築
の
基
礎
工
事
が
進
め
ら

れ
な
く
な
る
。
設
備
工
事
の

入
札
時
期
を
早
め
て
ほ
し

い
」
と
要
望
。
同
本
部
側
は

「
都
営
住
宅
の
建
設
に
あ
た

っ
て
は
、
分
離
発
注
が
原
則

と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の

業
種
で
も
契
約
後
、
速
や
か

に
着
手
で
き
る
こ
と
を
前
提

に
発
注
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
不
調
を
可
能
な
限
り
避

け
ら
れ
る
よ
う
、
工
事
内
容

の
工
夫
や
適
切
な
時
期
で
の

発
注
を
一
層
心
掛
け
て
い

く
」
と
答
え
た
。

　
さ
ら
に
都
中
建
は
「
イ
ン

フ
レ
ス
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
、

実
勢
価
格
と
乖
離
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
Ｊ
Ｖ
入
札

を
復
活
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

要
望
。
同
本
部
は
「
単
価
に
つ

い
て
は
今
後
も
調
査
検
討
を

行
い
、
実
態
に
近
づ
け
て
い

く
よ
う
努
め
て
い
く
。
ま
た

（
制
度
面
に
つ
い
て
は
）
本
部

の
所
管
の
枠
を
超
え
る
と
こ

ろ
も
あ
る
た
め
、
業
界
団
体

か
ら
の
意
見
と
し
て
関
係
部

局
に
も
伝
え
て
い
く
」
と
し

た
。
　
週
休
２
日
制
へ
の
意
向
に

つ
い
て
都
中
建
側
は
「
大
手

と
中
小
で
は
現
場
の
実
態
に

大
き
な
差
が
あ
る
。
十
分
な

調
査
を
お
願
い
し
た
い
」
と

求
め
た
。
対
し
て
同
本
部
は
、

試
行
工
事
を
開
始
し
た
と
説

明
。「
ま
だ
実
績
も
少
な
い
こ

と
か
ら
、
今
後
も
業
界
団
体

か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
現

場
の
実
態
等
の
調
査
や
検
討

を
継
続
し
、
発
注
条
件
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
」
姿
勢

を
示
し
た
。

　
加
え
て
「
女
性
活
躍
モ
デ

ル
工
事
に
、
快
適
ト
イ
レ
や

更
衣
室
等
の
経
費
を
計
上
し

て
ほ
し
い
」
と
要
望
。
本
部
側

は
「
女
性
技
術
者
が
活
躍
で

き
る
発
注
条
件
に
つ
い
て
調

査
検
討
し
て
い
く
」
と
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
都
中
建
側
は
、

外
構
工
事
、
木
工
事
、
杭
工

事
、
左
官
・
吹
付
工
事
な
ど
で

都
の
単
価
と
実
勢
価
格
の
差

異
が
み
ら
れ
る
と
指
摘
。
同

本
部
側
は
「
今
後
も
設
計
価

格
に
つ
い
て
は
調
査
検
討
を

進
め
て
い
く
」
と
回
答
し
た
。

　
本
部
で
は
、
日
程
等
は
未

定
も
、
建
設
業
界
団
体
と
の

意
見
交
換
会
を
引
き
続
き
開

催
し
て
い
く
意
向
で
、
今
後

は
設
備
関
係
の
団
体
と
も
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い

考
え
を
示
し
て
い
る
。

新入社員研修の動画が協会ＨＰ「What's New」でご覧いただけます

実
り
あ
る
情
報

・
交
流
の
場
を

副
会
長
、
広
報
委
員
長
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会
長

渡
邊

裕
之

「
作
る
喜
び
・

働
く
喜
び
」
を

副
会
長
・
土
木
委
員
長

鳥
越

雅
人

会
員
増
強
急

務
、
協
力
を

副
会
長
渡

辺
健

司

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

後
を
見
据
え

副
会
長
細

沼
順

人

設
備
の
早
期
発
注
要
望

＝
東
京
都
住
宅
政
策
本
部
と
意
見
交
換
＝

実
勢
単
価
と
の
乖
離
改
善
も

都中建



　
都
中
建
は
、
人
材
ビ
ジ
ネ

ス
会
社
の
ア
デ
コ
㈱
と
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
み
、
東
京

都
の
「
団
体
別
採
用
力
ス
パ

イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
事
業
」
に
応

募
、
そ
の
委
託
事
業
者
に
決

定
し
た
。

　
同
事
業
は
、
都
が
（
公
財
）

東
京
し
ご
と
財
団
と
連
携

し
、
業
界
毎
の
課
題
に
あ
わ

せ
、
中
小
企
業
の
人
材
確
保

等
の
支
援
を
行
う
も
の
で
、

女
性
活
躍
推
進
及
び
働
き
方

改
革
が
柱
。
今
後
、
社
労
士

等
の
意
見
を
参
考
に
、
既
存

従
業
員
等
も
通
じ
た
課
題
調

査
・
分
析
を
行
い
、
年
内
を

メ
ド
に
事
業
計
画
書
を
作

成
、
２
０
２
０
年
１
月
か
ら

21年
３
月
頃
に
か
け
て
従
業

員
の
採
用
、
育
成
・
定
着
・
雇

用
環
境
整
備
に
向
け
た
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
セ
ミ
ナ
ー
、

２０１９ ８ ２３年 月 日（金曜日）（令和元年） ４第３３２号　会　報　都　中　建　

都 中 建 協 同 組 合
理　事　長 佐久間　一三

東京都新宿区新宿2-10-7　5Ｆ 電話 03-3356-7711

下請セーフティネット融資事業取扱

外国人技能実習生受入事業地域建設業経営強化融資事業取扱

新日本工業株式会社
代表取締役 金子　佳正

東京都江東区佐賀1-11-11

電話 03-3643-7811

代表取締役 藤田　吉之

電話 03-3906-5222

専修総合サービス

ピュアハウス本町1Ｆ

東京都北区王子本町2-9-9

代表取締役 渡辺　健司

渡辺建設株式会社

電話 03-3312-7271

東京都杉並区高円寺南4-3-3

松田建設工業株式会社
代表取締役 松田　康一

東京都渋谷区千駄ヶ谷1-12-4

電話 03-3401-0171

成友興業株式会社
代表取締役 細沼　順人

東京都あきる野市草花1141-１

電話 042-558-4111

株式会社　セ　イ　シ　ン
代表取締役 水野　成則

東京都練馬区高野台2-4-7

電話 03-3997-7567

森 建 設 株 式 会 社
代表取締役 森　　　栄

東京都世田谷区用賀3-18-14

電話 03-3707-3951

山口建設株式会社
代表取締役 山口　　巖

東京都文京区千石3-29-26-101

電話 03-3947-3261

株式会社　吉　原　組
代表取締役 鈴木　健之

東京都練馬区羽沢1-19-9

電話 03-3993-0126

渡邊建設株式会社

電話 03-3951-1161

東京都豊島区南長崎1-22-16

代表取締役社長 渡邊　裕之

株式会社　上之原工務店

東京都文京区千駄木2-42-８

電話 03-3824-6171

代表取締役 上之原　一光

株式会社　朝　倉　組

東京都多摩市落川1251

電話 042-371-0881

代表取締役 朝倉　泰成

代表取締役 池田　重雄

電話 03-5393-5566

池田建設株式会社

池田ビル２Ｆ

東京都練馬区高野台2-24-7

伊藤興業株式会社
代表取締役 伊藤　武司

東京都豊島区雑司が谷1-53-2

電話 03-3983-9675

代表取締役会長 岩浪　勝二

岩浪建設株式会社

東京都青梅市長淵7-318

電話 0428-22-6241

代表取締役社長 岩浪　岳史

岩井建設株式会社
代表取締役 岩井　良夫

東京都文京区小石川1-13-11

電話 03-3815-8911

株式会社　飛 鳥
代表取締役 鳥羽　修平

東京都中野区大和町1-15-3

電話 03-5373-1711

足立建設工業株式会社
代表取締役 足立　裕介

東京都豊島区東池袋3-7-9

電話 03-5957-3344

松本建設株式会社
代表取締役 松本　　力

東京都豊島区巣鴨5-41-5

電話 03-3915-5870

徳力建設工業株式会社
代表取締役 鳥越　雅人

東京都豊島区雑司が谷1-52-15

電話 03-3984-3501

東峰建設株式会社
代表取締役 堀田　秀一

東京都北区西ヶ原4-40-10

電話 03-3915-0269

株式会社　島　田　組
代表取締役 島田　弘道

東京都羽村市神明台2-4-39

電話 042-578-2111

株式会社　興 建 社
代表取締役 水島　隆明

東京都杉並区荻窪5-18-14

電話 03-3392-6911

佐久間建設株式会社
代表取締役 佐久間　一三

東京都西多摩郡奥多摩町小丹波45

電話 0428-85-2121

代表取締役社長 佐藤　時也

株式会社　佐藤善工務店

東京都杉並区高円寺北2-29-15

電話 03-3339-3333

三英建設株式会社
代表取締役 野島　久成

東京都練馬区石神井台７-18-16

電話 03-3929-5111

内田建設株式会社
代表取締役 内田　　眞

東京都足立区竹の塚5-6-5

電話 03-3858-6282

株式会社　榎木工業
代表取締役 榎森　厚志

東京都西多摩郡奥多摩町氷川1165

電話 0428-83-2544

株式会社　河 津 建 設
代表取締役 河津　修平

東京都大田区東嶺町30-17

電話 03-3750-1617

代表取締役 塩野　文夫

東京機工土木株式会社

東京都青梅市駒木町3-580-3

電話 0428-24-1135

私たちは、東京、地域の安全・安心社会に貢献しています

大勝建設株式会社

取締役　支店長 藤岡　康之

東京都港区芝4-5-12-303

電話 03-6453-9320

東京支店

豊田土建株式会社

電話 03-3703-0101

代表取締役会長 豊田　　剛
代表取締役社長 豊田　恒行

東京都世田谷区玉堤1-20-1
ＴＦＬＡＴ　Ｂ１

堀真建設株式会社
代表取締役 堀口　宗弘

東京都足立区梅田5-13-19

電話 03-3887-3131

代表取締役社長 松下　和正

株式会社　松 下 産 業

東京都文京区本郷1-34-4

電話 03-3814-6901

株式会社　ニューテック康和
代表取締役 佐藤　幸一

東京都北区東田端2-1-3

電話 03-5692-4825

天宮ビル５Ｆ

研
修
、
資
格
取
得
支
援
等
の

取
り
組
み
を
進
め
る
一
方
、

女
性
活
躍
推
進
・
働
き
方
改

革
の
成
功
事
例
な
ど
を
広
く

中
小
建
設
業
界
内
に
波
及
さ

せ
る
。

　
詳
細
の
取
り
組
み
は
、
事

業
計
画
作
成
の
中
で
詰
め
て

い
く
が
、
都
中
建
が
東
京
都

に
提
出
し
た
企
画
提
案
書
に

お
け
る
事
業
目
的
、
目
指
す

事
業
成
果
等
の
概
要
は
次
の

通
り
。

　
〈

働
き

方
改

革
〉

　
▽
働
き
方
改
革
、
女
性
の

活
躍
推
進
に
対
す
る
意
識
改

革
＝
他
業
界
に
比
べ
て
突
出

し
て
い
る
長
時
間
労
働
と
休

暇
の
少
な
さ
を
改
善
す
る
に

は
、
罰
則
付
き
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
の
施
行
ま
で

「
５
年
間
し
か
な
い
」
と
い

う
意
識
改
革
が
必
要
。
全
業

に
改
善
し
な
け
れ
ば
人
材
確

保
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
。

　
▽
若
年
者
、
女
性
へ
の
業

界
Ｐ
Ｒ
、
業
界
イ
メ
ー
ジ
の

向
上
＝
本
事
業
の
取
組
み
の

成
果
に
よ
り
働
き
方
改
革
や

女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て
い

る
企
業
も
多
く
あ
る
こ
と
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
。
３
Ｋ
職
場

と
の
業
界
イ
メ
ー
ジ
を
払
し

ょ
く
し
て
建
設
業
へ
の
入
職

を
促
進
す
る
。

　
▽
雇
用
環
境
の
現
状
把
握

と
改
善
＝
長
時
間
労
働
や
休

暇
取
得
等
の
就
業
環
境
や
仕

事
の
や
り
が
い
等
に
つ
い

て
、
従
業
員
が
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
現
状
把
握
の
調
査

を
実
施
し
、
課
題
を
明
確
化
。

経
営
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
具
体
的
な
改
善
を
図
る

こ
と
に
よ
り
定
着
を
促
進

し
、
ま
た
、
企
業
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、
人
材
確

保
の
一
因
と
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
成
果
、
効
果
を
業
界

内
に
広
く
波
及
さ
せ
る
。

　
〈

女
性
の
活

躍
推

進
〉

　
▽
女
性
の
活
躍
推
進
、
従

業
員
の
定
着
に
向
け
た
知
識

習
得
＝
中
小
建
設
業
の
中
で

女
性
の
活
躍
や
従
業
員
の
定

着
に
向
け
た
有
効
な
取
組
み

事
例
等
を
把
握
、
そ
の
具
体

的
知
識
を
得
て
実
行
に
移
す

と
と
も
に
、
女
性
の
活
躍
に

よ
る
効
果
を
訴
え
て
、
女
性

の
積
極
採
用
を
推
進
す
る
。

　
▽
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
体
制
の

構
築
＝
女
性
や
若
年
者
が
将

来
の
希
望
が
も
て
る
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
の
構
築
、
人
生
設
計

が
可
能
な
処
遇
の
構
築
、
資

格
取
得
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
賃
金
の
上
昇
等
も
必
要
。

界
で
働
き
方
改
革
が
進
む

中
、
建
設
業
、
そ
れ
も
大
手

企
業
よ
り
も
認
知
度
が
低
い

中
小
企
業
は
そ
れ
ら
を
早
急

年年
内内
メメ
ドド
にに
事事
業業

計計
画画

女
性

活
躍
・
働
き

方
改

革
へ

＝
都
の
人
材
確

保
等
支
援

団
体
に
決

定
＝

効
果
・
メ
リ
ッ
ト
や
、
選
定

機
器
の
種
類
等
な
ど
の
具
体

的
な
事
例
を
も
と
に
テ
レ
ワ

ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
と
と

も
に
、
導
入
に
向
け
た
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
く
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

は
１
社
あ
た
り
４
回
予
定

し
、
１
回
目
で
現
状
把
握
と

業
務
の
棚
卸
、
２
回
目
で
導

入
の
改
善
策
提
案
、
３
回
目

に
「
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
パ
ッ

ケ
ー
ジ
提
案
書
」
を
提
示

し
、
改
善
策
の
取
組
状
況
を

確
認
。
機
器
導
入
後
の
４
回

目
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
定
着
支
援
を
行

う
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
あ

　
ま
た
、
都
中
建
は
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
環
境
構

築
ま
で
都
内
企
業
の
テ
レ
ワ

ー
ク
導
入
を
東
京
都
が
一
体

的
に
支
援
す
る
「
テ
レ
ワ
ー

ク
事
業
」
の
補
助
団
体
に
選

定
さ
れ
た
。

　
今
後
、
ア
デ
コ
社
に
委
託

し
、
会
員
企
業
最
大

20社
を

対
象
に
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の

都
の

補
助

受
け
、
導

入
支

援

「「
テテ

レレ
ワワ

ーー
クク

」」
もも

推推
進進

わ
せ
て
、
社
会
保
険
労
務
士

の
協
力
の
も
と
に
建
設
業
界

に
適
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
モ
デ

ル
の
就
業
規
則
を
作
成
し
、

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
す
る
。

　
建
設
業
の
場
合
、
施
工
管

理
で
は
現
場
で
写
真
を
撮
っ

て
オ
フ
ィ
ス
に
戻
り
関
係
資

料
を
作
成
す
る
こ
と
が
慣
例

と
な
っ
て
い
る
が
、
ノ
ー
ト

Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い

て
現
場
や
在
宅
で
行
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
会
社
に
戻
る
移

動
時
間
を
削
減
、
働
き
方
改

革
と
並
ん
で
重
要
な
生
産
性

向
上
に
も
寄
与
す
る
。

　
事
業
で
は
一
般
的
な
事
務

職
の
女
性
も
想
定
し
、
女
性

が
活
躍
で
き
る
雇
用
環
境
の

整
備
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
と
両
立
可
能
な
仕
事

環
境
を
整
備
。
将
来
的
な
事

業
継
続
・
人
材
確
保
の
視
点

に
も
立
っ
て
優
秀
な
若
手
を

採
用
す
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー

ク
が
で
き
る
こ
と
を
新
卒
学

生
や

20代
の
中
途
人
材
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
業
界
全
体
と
し

て
イ
メ
ー
ジ
改
善
に
も
つ
な

が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
従
業
員
の
通

勤
時
間
の
削
減
、
ガ
ソ
リ
ン

代
の
削
減
効
果
等
も
見
込
ま

れ
る
。


